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Karyotype analyses were carried out by aiト drying method in Namiuzumushi (Dugesia 
jαponicα) collected from various districts in Japan: Kiyosato， Kai-Oizumi， and Kai-Koizumi 
(Yamanashi Prefecture); Kasuga-Taisha (Nara Prefecture); Ryusenkyo and Chihayagawa 
(Osaka Prefecture); Sakasegawa and Rokko (Hyogo Prefecture); and Kawakamikyo (Saga 
Prefecture ). 
Three chromosome groups were included in Dugesia jαpoηicα: (]) chromosome number 
2n=16 group; (2) chromosome number 3n=24 group; and (3) chromosome number 25+ a 
group. It was confirmed that 3n=24 was derived from 2n=16 and transformed into 25+α. 
At present， Dugesiαjαponicαgroups are classified into two sub-species': one is Dugesi日
jαponicαJαponicαand the other is Dugesiαjαponica ryukyuensis. We have proposed to 




















色体数25と26が混ギ1:するもの (Kawakatsuet al.， 
1976)I;染色体数 2n =16と26と27の3総が混在する
もの (Kato，1980)8 ;そして染色体数 3n =24 (Kato 
et al.， 1989)9などである.これらの変災体のうち沖縄
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材料 実験に供 したナ ミウズムシの採集地,採集年
月および体長を Tablelに示 し,各地域 1例の虫像を
FI菖 lに示す.
山梨県清里産は超大型で黒色の有性系の虫である.
Flg l Specimens of Dugesia japonL'ca, a:Sexual type from Kiyosato.b:Asexual type from
Kai10izumi･C:Sexualtypefrom Kai-KoIZumi.d:Asexualtypefrom Kasuga-TalSha.e:Sexualtype
from Ryusenkyo･∫:AsexualtypeFrom Ryusenkyo.g:SexualtypeFrom ChihayagalVa.h:Asexualtype
































Table 1 List of samples 
Locality Date 
な“エアドライ法"により作成した.
1 .虫{本をメスで 3~ 品田田大に切断し， 16~18'C で 3
日fI，1現地の7.Kで館育する.
2. fI子生中の切断片言ピ集めてメスで議Il切する.








ml+氷酢援金10m/)を 2~ 3 ml加えて再怒潟し，氷水
で10分間1冷やす.
7 . 800[自転で10分間遠沈して上滋液を楽てる
8.氷水で冷やしたカルノア液を 2~ 3 ml加えて同懸
滋し，氷水で30分間冷やす.
9. 800回転で10分間違沈して上澄液を棄てる.
10.氷水で冷やしたカノレノア液を 2~ 3 ml加えて再懸
濁し，氷水で30分間冷やす.
1. 800回転で10分間遠沈して上澄液を楽てる.























Apr. & Ang. '89 
Aug. '89 
Feb. '88 
Aug. '80; May '88 
May & Dec. '88 
]un. '89 
]un. '89 

















長/総染色体長)x 1000，腕比 cl毛!院長凶i心， !fji) 
以{本指数 (W腕長/染色体長) x 100，腕上とにJ占っく
モード記号(しeval1et al.， 1961)10を参与にしておこ
なった (Figs.2-1). 








体数 21 =16は16Mで、織成され，約 5染色体の長腕に
付|抱体 (satellites)が観察されることがあった.
:f 1 )c.f1: PfC 1 ま)!(f;'~1:系の 1~で、あり，大阪府小J屯Y1~ 5も
;1!lfin系の!:l1.であるが染色体数は 211=16であった.し
かし，二れらは例外的で，染色体数 21 = 16は有性系
の以に特有な染色体である. 1j"'~1:系の虫では 211=16
以外の J~数 fねま令く怨lZきされていない.












色体数 3n =24は24Mで機成され，第 5染色体の長腕
に付随{本が観察されることがあった
Fig.3と Fig.2の比較と， Tabl巴 2の各lJQの比絞か
ら， 311=241ま2n =16からflI*したことがわかる.
その以内としては， 2 1のせ三1(1総i胞が{i'，'}JIlして 4nに
なり， 2 nと4nの13悦生駒で 3n 似体が誕生した
か，あるいは， 2 n 同士の有性l[:J1立で，受精時に極体














Table 2 Comparison of karyotypes of three chromosome groups in Dugesia jαponicα 
Chromosome Relative length Arm ratio Centromeric il1dex Nomenclature 
Noマ 2n=コ16 3n=24 25十α*2n=16 3口=24 25十α*2n=16 3n=24 25+α 場 211=16 3n=24 25+α 
192.3 192.3 189.6 1.2 1.2 1.1 45.2 46.1 47.1 M M M 
2 152.1 149.8 151.5 1.1 1.2 1.2 46.9 46.3 46.1 M M M 
3 133.9 137.5 137.8 1.1 1.1 1.1 47.5 48.1 47.6 M :1¥'1 M 
123.9 128.9 127.2 1.5 1.6 1.6 39.3 38.6 40.8 M M M 
5 113.9 114.6 115.9 1.5 1.5 1.4 40.0 39.6 42.0 M
sat M'" M 
6 102.0 99.0 100.5 1.1 1.2 1.3 46.6 45.3 43.5 M M M 
7 94.0 92.4 92.4 1.0 1.0 1.0 50.0 50.0 50.0 M M M 
8 87.9 85.5 85.1 1.2 1.1 1.2 46.4 49.1 45.2 M ‘M M 
M : metacel1trics， sat: satellites 
* : 25十日 =23M+ISM+IA十日;Measurement of extra chromosomes (1 SM + 1 A +α) are omitted. 
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Fig. 2 A case of chromosome number 2n口 16from Kiyosato. Top: Metaphase chromosome. 


































































































Fig. 3 A case of chromosome number 3n=24 from Kai司 Oizumi.Top: Metaphase chromosome. 










4 5 SM A a 
6 7 8 
Fig. 4 A case of chromosome number 26 from Ryusenkyo. Top: Metaphase chromosome. 
Bottom : Karyotype analysis， 26 (23M + ISM + lA + la). Arrows indicate extra chromosomes， 
(lSM+IA十la). M: metacentrics， SM : submetacentrics， A : acrocentrics， a: small acrocentrics. 
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でし、た一群が，後述の染色体数25十 αをもっ確立した 染色体数27(25十 2a)の細胞が1'.まれ，各地に勢力
集団であることを証明するきっかけになった.染色体 を拡大していったが，分裂によって仲間を婚やしてい
数 3n =24の核型分析がなかったら， 25+αの核裂分 く過程で小染色体 (a)が消失して26(25+ 1 a)に
析もできなかったからである. 3 n =24の存径は基本 なり，さらに小染色体が消失して25になったと思われ
裂である 2n =16から25+αへ変化(進化)していつ る.その根拠は， 25の虫は見られるが27の虫は発見さ
た過程を考えるのに，大いに参考になった. れていないことと，混在している個体の染色体数25: 
25+α系 前回の1980年の調査8で，大阪府茨木市 26の比芸名， 26: 27の比療の経時変移などである.
主主似1挟産の中型で濃茶褐色の無性系の虫は l個体内に この系の虫の共通した特徴は汚染fこ強く農茶褐色
染色体数 2n =16と26と27の3つの細胞が 1: 2 : 3 で，比較的小型で，然性系であることの 4つである
の割合で混在していたが，今回の調会.では 2n 16の 広く各地に分布しているが同じ染色体織成 (25+αz
細胞が体内から消えて，染色体数26と27が4: 3の割 23M-トISM十 lA+α〉を維持している安定した集
合で混在していた. 団といえる.
兵庫県逆瀬川産の淡茶褐色で無性系の虫は 1個体内 分類への提言 鮮明な染色体像による核型分析か





25+αの虫の基本染色体数は25で， 23M十 1SM+ 
lAで構成されている 日は小さな acrocentrics(a) 
で，これが Oか lか 2で染色体数がおか26か27にな
る染色体数26は23M+1 SM十 lA+laで，染色
体数27は23M+1 SM+ 1 A十 2aで構成〆されてい
る.
Fig.4に竜仙|狭綾の染色体数26の中期分裂像と核型
を示したが，これと Fig.3の 3n =24の核裂を比較す
ると， 3 n =24では見られない Fig.4の extra染色体
を除いた染色体番号 1~ 8に関しては，第 2染色体の
数が途うだけで同じ核裂を示している.
染色体 3n =24と染色体25+αの迷いは第 2染色体
と extra染色体だけであるので， 3 n =24の第 2染色










25+α系の誕生はかなり古い符代で， 3 n =24の誕
生と同時であったと考えられる.官官述したように，基
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